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重イオン慣性核融合に必要な大電流重イオ

ンビームの挙動を制御するための，非中性プラ

ズマとの類似性を利用した小型模擬実験装置

による実験的研究で、数マイクロ秒程度のメカ

ニズムが不明な緩和現象が観測されている1,2)。

この原因を明らかにするため、実験条件を反映

した数値シミュレーションを行い、同様の現象

が数値計算上でも確認された3,4)。本研究では，

この早い緩和現象による軸方向の高速粒子発

生に対して、半径方向の運動エネルギーが与え

る影響を検討した。 

図１に実験条件に合わせた計算条件を示す。

電子群の軸方向の初期速度分布を図２に示す

ように与えた。さらに、半径方向の初期運動エ

ネルギーを0eVに設定して数値シミュレーショ

ンを行った場合においても、初期に取り除いた

高速粒子が再生成されることがわかった（図

３）。生成された高速粒子の割合を、半径方向

の初期温度1.5eVで計算した場合と比較したも

のを図４に示す。図４より、半径方向の初期温

度を1.5eV与えた場合は8μsec後の高速粒子生成

率は約3%、半径方向の初期運動エネルギーを

0eVにした場合は約1%となった。 

以上の結果から、初期の半径方向運動エネル

ギーが0eVの場合でも高速粒子は生成されるが、

半径方向の運動エネルギーが高速粒子生成率

の増加に影響を与えているといえる。 
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図1 計算条件 

 

 
図２ 粒子の進行方向速度分布（初期状態） 

 

 
図３ 粒子の進行方向速度分布（8μsec） 

 

 
図４ 高速粒子生成率 
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